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報道発表資料 

2020年 8月 19日 

JCBA・BCCC 

JCBA × BCCC 初共催による無料ウェビナー「Go To Next Blockchain」開催 

鈴木雄大 マネーパートナーズグループ・平野淳也 HashHub・渡辺創太 Stake Technologies が登壇 

20 代の若手キーパーソン ＆ 両協会代表（廣末、平野）が業界展望を語る！ 

〜 DX・Web3.0・ウィズコロナ時代における暗号資産、ブロックチェーンの可能性 〜 

 この度、一般社団法人日本暗号資産ビジネス協会（所在地：東京都千代田区、会長：廣末 紀之、以下 

JCBA）と一般社団法人ブロックチェーン推進協会（所在地：東京都品川区、代表理事：平野 洋一郎、以

下 BCCC）は、暗号資産（仮想通貨）とブロックチェーン技術の普及推進と健全な業界育成を目的に初

の共催イベント「Go To Next Blockchain」を下記のとおり開催することを発表します。 

 両協会は暗号資産・ブロックチェーンに関する相互の知見を活かし、2018 年 12 月に業界および社会

全体に対する啓発活動を推進するための連携体制を構築する協定を結び、分科会への相互参加などを通

じて会員同士の交流・親睦を深めてきました。共催セミナー「Go To Next Blockchain」では、今までの

交流を通じて共有できた思いや業界全体の今後の展望について、幅広い層のビジネスパーソンに発信す

る場とし日本における技術啓発を加速させていくことを目的にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「Go To Next Blockchain」開催背景 

 JCBA と BCCC はともに 2016 年に設立され、それぞれの役割の中で健全な業界育成や社会への技術

啓発を展開してきました。 

JCBA は、暗号資産関連ビジネスの持続的な発展を目的とし、会員である暗号資産の取引業者や関連

ビジネス事業者と共に、暗号資産の法規制・税務会計・テクノロジー・商慣行などの面から知見の共有、

意見集約を行い、業界団体としての提言・要望などの活動を行ってきました。 

BCCC は、あらゆる業界にブロックチェーンの技術啓発を推し進めることを目的としながら、日本初

となるステーブルコイン「Zen」の実証実験も実施するなど、様々な角度から社会に対してブロックチェ

ーンのパワーを明示してきました。 

両協会の設立から 5 年目に突入している今、ウィズコロナという大きな社会課題とも対峙した中で、

今までの日本における業界全体の系譜と、これからのブロックチェーンの展望の鍵を握る DX（デジタル

トランスフォーメーション）やWeb3.0などのテーマと絡めた議論を各登壇者が展開。協会メンバーに加

えて、一般のビジネスパーソンとも思いを共有しながら、協会代表に加えて若手キーパーソンによる熱

いトークセッションを通じてブロックチェーンの可能性に迫るシンポジウムとして開催します。 

  

JCBA・BCCC 合同部会の様子 
2020 年 2 月 10 日＠東京都千代田区 



 

 2 

 

＜「Go To Next Blockchain」コンセプトシート（企画概要）＞ 

【開催概要】 

 1980 年代に始まったインターネットの発展は 2000 年代中盤に双方向的な通信-Web2.0-に進化しまし

た。そこから様々な経済活動がデジタル化しています。現在、デジタルトランスフォーメーションによる

企業活動のデジタル化の足音はあらゆるところから聞こえています。5Gによりモバイル通信は高速化す

るなか、VR・AR により視覚情報とデジタル情報が融和、生活情報やエンターテイメントの体験価値が

リッチ化する時代が見えてきました。 

しかしながら、そこに忽然と襲い掛かった新型コロナウイルスの感染拡大により、2、3 年の未来でさ

え益々予測が出来なくなりました。 

 その一方、データ資本の寡占化が課題視され、日本政府デジタル市場競争会議においても個人が信頼

できるデータ管理社会-Web3.0、Trusted Web-を目指す検討がなされています。このように変換の時代で

ある今、ブロックチェーン・暗号資産は様々な可能性が示唆され、研究開発されているが、これらはこの

先の未来にどのように貢献できるのでしょうか。 

今回は、ブロックチェーン・暗号資産分野の黎明期から業界の発展に貢献してきたレジェンドたる協会

の代表理事２名による対談と、新しい分野の最前線で活躍する 20代のキーパーソン 3名による対談の 2

段構成で、各世代の持つ世界観・見据える未来を語ります。 

技術・制度の潮流が激しく、明日の姿も不確かな中、これらの方々にはどのような未来が見えているの

でしょうか。 

イベント名称 
Go To Next Blockchain 協会代表理事・若手キーパーソンが語る！ 

DX・Web3.0・ウィズコロナ時代における暗号資産、ブロックチェーンの可能性 

開催日時 2020年 9月 14 日（月）18:00〜20:00 ※オンライン開催 

参加対象者 

本イベントは、以下の方におすすめのイベントです 

（オープン開催なので、両協会の非会員も参加可能） 

 ・予測不可能な現代において、指針・道標を見つけたい 

 ・時代に即した新規ビジネスコンテンツ創生を検討している 

 ・企業における事業創生・新規事業担当者 

 ・暗号資産・ブロックチェーンに興味がある 

 ・新しい技術に興味のある学生・新社会人 

タイムテーブル 

登壇者 

18:00-18:05 主催者挨拶 

18:05-18:40 両協会代表理事対談  

JCBA会長：廣末 紀之、BCCC代表理事：平野 洋一郎 

      「ポストコロナ時代へのメッセージ、若手起業家に向けた次世代への期待」 

18:40-19:25 パネリスト講演（各 15 分） 

      「15分でわかるブロックチェーンと暗号資産の現状」 

       鈴木 雄大：28歳（株式会社マネーパートナーズグループ） 

      「日本発パブリックブロックチェーンとその思想、展望、Web3.0」 

       渡辺 創太：25歳（Stake Technologies 株式会社） 

「暗号資産・ブロックチェーンの論点、トレンド」 

       平野 淳也：28歳（株式会社 HashHub） 

19:25-20:00 登壇者によるパネルディスカッション 

       「DX・Web3.0・ウィズコロナ時代における暗号資産、 

ブロックチェーンの可能性」 

※20時以降はアンコールセッションも予定 

司会・モデレーター 
BCCC トークンエコノミー部会長： 

奥 達男（アステリア株式会社 事業開発部/BizDev） 

参加申し込み方法 

（参加無料） 

以下のイベントサイトから参加登録願います。（申し込み期限：9月 14日、12 時） 

URL https://bccc.global/member/news-news/detail/73/   

https://bccc.global/member/news-news/detail/73/
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■パネリスト紹介 

・廣末 紀之（ひろすえ のりゆき） 

一般社団法人日本暗号資産ビジネス協会 会長（非常勤）ビットバンク株式会社 代表取締役 

野村證券にてキャリアをスタートし、その後 インターネットに魅了され IT系スタートアッ

プの立上げ、経営に長年携わる。GMOインターネット株式会社常務取締役、株式会社ガーラ

代表取締役社長、コミューカ株式会社代表取締役社長などを歴任。2012 年暗号資産（仮想通

貨）技術はマネーのインターネットになると確信し、2014年ビットバンク株式会社を創業。ビ

ットバンク株式会社では、暗号資産取引所以外にも、メディアによる情報発信、産業に従事す

る人材育成を目的とした教育事業などを手がけ、健全な暗号資産の発展に向けて日々奮闘中。 

・平野 洋一郎（ひらの よういちろう） 

一般社団法人ブロックチェーン推進協会 代表理事 アステリア株式会社 代表取締役社長 / 

CEO 

熊本県生まれ。熊本大学を中退し、ソフトウェア開発ベンチャー設立に参画。ソフトウェア

エンジニアとして 8 ビット時代のベストセラーとなる日本語 ワードプロセッサを開発。1987

年～1998年、ロータス株式会社（現：日本 IBM）でのプロダクトマーケティングおよび戦略

企画の要職を歴任。 1998 年、インフォテリア株式会社創業。2007 年、東証マザーズに上場。

2008 年～2011 年、本業の傍ら青山学院大学大学院にて客員教授として教壇に立つ。 

公職：ベンチャーキャピタル Fenox Venture Capital Inc. アドバイザー／先端 IT活用推進コ

ンソーシアム 副会長／XML技術者育成推進委員会 副会長など。 

・鈴木  雄大（すずき  ゆうだい） twitter：https://twitter.com/9dai_5 

株式会社マネーパートナーズグループ社長室、JCBA ステーキング部会長。2018 年から株式

会社マネーパートナーズ社長室に勤務し、2019 年には日本暗号資産ビジネス協会にて新規にス

テーキング部会を立ち上げ部会長に就任。2020 年より同社社長室が持株会社である株式会社マ

ネーパートナーズグループへ移管、現在はマネーパートナーズグループ全体を視野に暗号資産・

ブロックチェーン事業の側面支援、とりわけ本年 7 月に暗号資産交換業者として登録を受けた連

結子会社、コイネージ株式会社の支援を行う。 

 過去の執筆物： 

 『インターネット白書 2020』（ブロックチェーンの次世代環境と注目アプリケーション） 

『インターネット白書 2019』（Dappsの動向） 共にインプレス R&D社から発刊。 

 ＜株式会社マネーパートナーズグループについて＞  https://www.moneypartners-group.co.jp/ 

マネーパートナーズグループは、株式会社マネーパートナーズグループを持株会社として、主に外国為替

取引事業を営む株式会社マネーパートナーズ、金融システム開発事業を営む株式会社マネーパートナーズ

ソリューションズ及び暗号資産交換業を営むコイネージ株式会社で構成されている企業グループ。暗号資

産分野ではマネーパートナーズが暗号資産交換業者登録 00001 号を、コイネージが同 00021 号をそれぞ

れ取得しており、コイネージは 2020 年 7 月より Bitcoin の販売所取引サービスの提供を行っている。  

・渡辺 創太（わたなべ そうた） twitter：https://twitter.com/WatanabeSota 

Stake Technologies 株式会社 CEO。慶應義塾大学経済学部卒。インド、ロシア、中国、アメ

リカでインターンシップ活動を経験後、2018 年シリコンバレーのブロックチェーンスタートア

ップ Chronicledに就職。帰国後、東京大学大学院ブロックチェーンイノベーション寄付講座共

同研究員を経て Stake Technologies を未踏スーパーエンジニアの山下と創業。 

＜Stake Technologies株式会社について＞ https://stake.co.jp/ 

分散型のWeb（Web3.0 や Trusted Web）の実現を目指しブロックチェーンのプロトコルを作

成している。Polkadot に接続するトランザクションの高速処理に特化した日本発のパブリッ

クブロックチェーン「Plasm Network」を中心に、プロダクト開発事業、R&D、技術コンサルティング事業を行う。

Web3 財団から 6 度の助成金獲得の他、Parity Technologies や UC Berkeley、Chainlinkなどと技術的な連携を行っ

ている。 

・平野  淳也（ひらの  じゅんや） twitter：https://twitter.com/junbhirano  

HashHub 共同創業者兼 CEO。起業家。服飾事業を売却、2013 年にビットコインに

関心を持ち、ブロックチェーン業界に。2018 年に HashHub を共同創業。2019 年に

CEO に就任。  

  ＜株式会社 HashHub について＞  https://hashhub.tokyo/ 

 HashHub は、ブロックチェーンを金融と広義のデータベース領域に大きな変化をも

たらすインターネット以来のパラダイムシフトであるととらえて、新しい時代のコン

テキストを作る企業として開発支援・共同開発、コワーキングスペース運営、ブロッ

クチェーン講座、調査・コンサルティングを行う。  

https://twitter.com/9dai_5
https://www.moneypartners-group.co.jp/
https://twitter.com/WatanabeSota
https://stake.co.jp/
https://twitter.com/junbhirano
https://hashhub.tokyo/
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---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

■協会概要 

企業名 ：一般社団法人 日本暗号資産ビジネス協会（Japan Cryptoasset Business Association）略称 JCBA 

所在地 ：東京都千代田区鍛冶町 1 丁目 10 番 6 号 BIZ SMART神田 901 号室 

代表者 ：会長 廣末 紀之 URL：https://cryptocurrency-association.org 

設立  ：2016年 3 月 

事業内容：暗号資産について、まだ国内において暗号資産ビジネスに関する環境が整備されていない中で、銀行・証券会

社・金融商品取引業者が日本国内において暗号資産ビジネスに関する、テクノロジー・会計・レギュレーショ

ン・商慣行などの面から、必要な情報の調査・研究、知見の集約、意見交換を積極的に行い、業界の健全な発

展を目指すために設立されました。本会は、各会員の専門領域の知見を持ち寄り、お互いに高めていくプラッ

トフォームとして、来るべき自立・分散型の協調社会における社会基盤となることが期待されるブロックチェ

ーン、とりわけその原動力となる暗号資産の可能性を拓く礎となり、暗号資産取引業又は暗号資産若しくはそ

の他のブロックチェーン上のデジタル資産に関するビジネスに対する社会の理解を深め、暗号資産関連ビジネ

スに対して関心を抱く者及び団体への教育環境を提供し、我が国における暗号資産ビジネスの持続的な発展に

寄与することを目的として活動しています。 

 

企業名 ：一般社団法人ブロックチェーン推進協会（Blockchain Collaborative Consortium） 略称 BCCC 

所在地 ：東京都品川区大井 1 丁目 47 番 1 号 NTビル 10F 

代表者 ：代表理事 平野 洋一郎 URL：https://bccc.global/ 

設立  ：2016年 4 月 

事業内容：ブロックチェーン技術はフィンテック（金融 IT 革命）の中核技術として注目を集めるだけでな く、業界を問

わず情報システムの進化に大きな貢献をもたらそうとしています。しかしながら、現在国内のブロックチェー

ン技術開発と実証実験は世界に対して遅れを取っていないにもかかわらず、その実績や技術情報が共有されて

いないため適用領域がほんの一部に留まっています。そこで、本会は、ブロックチェーン技術の未来を確信す

る国内有志メンバーが、相互に情報交換、 切磋琢磨しながら、ブロックチェーンの普及啓発を行い、自らブロ

ックチェーンの適用領域を拡大し、またブロックチェーン技術領域への資金調達支援を行うことによって、わ

が国産業の国際 競争力増進に貢献するとともに、ブロックチェーン技術の進化にも寄与することを目的としま 

す。さらに、世界のブロックチェーン団体とも連携しその情報を国内で配信するほか、本会で培われた技術と

経験は、ブロックチェーン先進国として日本から世界へと向けて発信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【プレスリリースに関するお問い合わせ先（報道機関窓口）】 

一般社団法人日本暗号資産ビジネス協会（JCBA）事務局 

   TEL：03-3502-3336 E-mail：pr@cryptocurrency-association.org 

    

一般社団法人ブロックチェーン推進協会（BCCC） 

   事務局長 兼 広報部会長：長沼（アステリア株式会社 コミュニケーション本部）  

   TEL：03-5718-1297 ／ 携帯：080-7834-0841  E-mail：bccc@bccc.global 

JCBA と BCCC は 2018 年 12 月 27 日に、仮想通貨・
ブロックチェーンに関する相互の知見を活かし、業界お
よび社会全体に対する啓発活動を推進するための連携体
制を構築する協定を結んでいます 
＠東京都千代田区 

https://cryptocurrency-association.org/
https://bccc.global/
mailto:pr@cryptocurrency-association.org
mailto:bccc@bccc.global

